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南相馬市で起きたこと



出所：福島県『ふくしま復興のあゆみ（第１０版）』平成25年1月30日



出所：復興庁（平成26年12月26日）



出所：復興庁（平成26年12月26日）

(1,105人）

(484人）

(460人）

(541人）

(43人）

(119人）

(315人）

(148人）

(123人）

(3,715人）
震災関連死 死者・行方不明者



小高区で起きていたこと



出所：『「原発20キロ圏」小高区の三重苦』FACTA（2012年8月号）



小高区の苦悩
• 家が無事でも住めない（避難指示解除準備区域） 

• いつ帰れるのか？（→2016/4から帰還予定） 

• 住める環境になるのか？ 

• 小高区だけ賠償金をもらっている 

• 小高区の声を届ける相手がいない



水俣の教訓
• 人と自然の分断 

• 生（生命、生業、生活、人生）の喪失 

• 漁獲禁止（1958年）→安全宣言（1997年） 

• 人と人の分断 

• コミュニティの喪失 

• 水俣病認定（1956年）→もやい直し（1994年～）　



小高区が失ったもの
• 人と自然の関係　→　生（生業、生活、人生）の喪失 

• 「晩御飯のおかずは川や海で獲れた。春秋には、山菜、茸を山
に採りに行くのが楽しみだった」 

• 「コメや野菜をつくって、孫に食べてもらうのが喜びだった」 

• 人と人の関係　→　信（信頼、信念）の喪失 

• 賠償金の有無・多寡（→東電への不信） 

• 帰還の意志（→自治体への不信） 

• 放射能に対する態度（→国・専門家への不信）

他者への不信 
自己の揺らぎ



一体、何ができるのか？



農学から学んだこと



農山村の生活文化研究 
↓ 

「聴く」という関わり方



聴くことならできる



2013年4月　NPO法人「浮船の里」設立



集まれる場をつくろう



話を聞く場をつくろう



聞くことの意味を 
分かっている人がいた



二宮尊徳の「仕法」



芋こじ



社中折々集会して。身の修め方世間の附合。家業の得
失。農業の仕方。商法の掛引。又心配筋の事。自分に
決し難き事など。皆打明けて相談して。夫よりは此の
方がよい。是よりはあの方が宜しい。又是より此の方
が徳だ。夫より此の方が便利だと。相互に相談するの
でござる。又教導職に説教を頼み。又学者に正講をも
頼み。聴聞して益善心を。固くするが宜いでござる。
此集会を為す事を。ニ宮先生は。芋こじと常に申され
たでござる。是は集会に度々出るは。芋こぢをする様
なもので相互にすれ合て。汚れが落て。清浄になると
云。譬でござる。　　　　　　　『二宮尊徳全集』第36巻



話し合うことから始める



アウトプットは決めない





最初の4ヶ月は 
不平・不満・不安



涙と笑いの中で 
段々変わってきた



“愚痴ばかり言っていても　
始まらないよね” 

“自分達で何かしなきゃね”



愚痴　→　自治 
（吉本哲郎・地元学）



“絹織物してみたい”



蚕を飼うところから 
全部手でやってみよう



原点に戻ろう



お蚕様



お蚕様プロジェクト 
織姫プロジェクト































見えてきたこと



営みの力 

生命の力 

手業の力









育てることは 
人を元気にする



つくることは 
人をつなげる



自然の力







農業の意味
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農の営みが 
風景をつくる



風景が 
過去と未来をつなぐ



農業を諦めてはいけない



未来に託すために 
営み続ける



・科学的な裏付け 

・楽しく農を営む



今後



住める 

住みたい 

訪れてみたい



稼げるようになる



若い人が来る



自然の価値 
手業の価値 
関係の価値



教訓



•尋ねながら道を歩く 

•急かさない / 急がない 

•耕し続ける


